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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 日常臨床において、片側臼歯部欠損患者に対し補綴治療が行われているが、補綴治療の偏咀嚼に与え

る影響ついて科学的に調査した報告はなく、早急な検討が必要であると考えられる。先行研究において、携

帯型筋電図を用いた両側咬筋筋電図の測定により偏咀嚼の客観的評価方法を用い、片側臼歯部欠損患

者は偏咀嚼を示すことが明らかとなった。そこで、本研究では、補綴治療が片側臼歯部欠損患者の偏咀嚼

に与える影響を検討した。 

 部分床義歯（RPD 群、41 名）およびインプラント（IMP 群、45 名）による補綴治療を行った片側臼歯部欠損

患者 86 名を対象に、補綴治療前後において、チューインガムを 40 秒間、およびピーナッツ、ビーフジャーキ

ーを嚥下するまで自由咀嚼させ、その間の両側咬筋筋電図を測定し、偏咀嚼の程度を表す偏咀嚼指数（大

きい程偏咀嚼を示す）を算出した。 

 その結果、補綴治療前および治療後の偏咀嚼指数は、チューインガム、ピーナッツおよびビーフジャーキ

ー、すべての食品で治療後に有意に減少した。補綴治療種別（RPD 群、IMP 群）に検討した場合でも、偏咀

嚼指数は両群ともすべての食品で治療後に有意に減少した。各群の治療前後の偏咀嚼指数の変化量は、

チューインガム、ピーナッツおよびビーフジャーキー、すべての食品で RPD 群より IMP 群の方が変化量は有

意に大きかった。 

 次に、健常有歯顎者 70 名および片側臼歯部欠損患者 86 名のデータを基に偏咀嚼の基準値の設定を行

った。健常有歯顎者の偏咀嚼指数のクラスター解析、および健常有歯顎者、片側臼歯部欠損患者の偏咀

嚼指数の ROC 曲線で求めたカットオフ値から、偏咀嚼の基準値としてチューインガム：偏咀嚼指数 35%、ピ

ーナッツ：70%、ビーフジャーキー：60%が得られた。この偏咀嚼の基準値を用いて、偏咀嚼の基準値以上の

ものを“偏咀嚼あり”基準値未満のものを“偏咀嚼なし”と定義した。また、補綴治療により“偏咀嚼あり”から

“偏咀嚼なし”に変化したものを偏咀嚼の改善を示したと定義し、片側臼歯部欠損患者への補綴治療による

偏咀嚼の改善の様相を調査した。その結果、補綴治療により偏咀嚼の改善を示した者は、チューインガムで

は 68 名中 45 名、ピーナッツでは 66 名中 48 名、ビーフジャーキーでは 65 名中 44 名であり、すべての食品

において治療後に偏咀嚼の有意な改善を認めた。さらに、補綴治療種別で検討した場合でも、すべての食

品で両群ともに偏咀嚼の有意な改善を認めた。また、偏咀嚼の改善に影響を与える因子としては、補綴治

療の種類および欠損歯数が強く影響し、また欠損様式が影響している可能性が示唆された。 

  以上のことから、片側臼歯部欠損患者に対する補綴治療は偏咀嚼を改善し、その効果はインプラント治

療の方が部分床義歯よりも高く、特に欠損歯数が多い患者ではより効果が高いことが明らかとなった。この知

見には新規性があり、博士（歯学）の学位授与に値する。 

  


